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第
二
期
　
ハ
ン
サ
ム
・
ウ
ー
マ
ン

山
本
覚
馬
に
つ
い
て

最
初
に
山
本
覚
馬
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
く
。
覚
馬
（
良
晴
）
は
文
政
十
一
年
一
月
十
一
日
（
新
暦
一
八
二
八
年
二
月
二
十
五
日
）、

会
津
藩
上
士
の
山
本
家
の
長
男
と
し
て
誕
生
し
た
。
母
は
一
人
娘
の
佐
久
で
、
父
は
近
所
の
永
岡
繁
之
助
（
婿
養
子
）
で
あ
る
。
覚

馬
は
幼
少
の
頃
か
ら
賢
く
、
五
歳
の
頃
に
は
唐
詩
選
を
諳
ん
じ
て
い
た
。
そ
の
一
方
、
相
当
腕
白
だ
っ
た
よ
う
だ
。
九
歳
で
藩
校

（
日
新
館
）
に
入
り
、
槍
術
を
は
じ
め
と
す
る
武
術
の
鍛
錬
に
励
ん
だ
。
も
ち
ろ
ん
父
が
砲
術
師
範
だ
っ
た
こ
と
で
、
鉄
砲
な
ど
の

扱
い
に
も
慣
れ
て
い
た
。

成
績
優
秀
だ
っ
た
の
で
、
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
年
）
選
ば
れ
て
江
戸
に
出
て
、
佐
久
間
象
三
の
塾
で
短
期
間
西
洋
砲
術
を
学
ん
で

い
る
。
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
年
）
に
再
び
江
戸
へ
留
学
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
折
黒
船
を
見
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
さ
ら
に
大
木

塾
で
蘭
学
を
学
び
、
洋
式
砲
術
に
つ
い
て
深
く
研
究
し
た
。
同
門
に
は
勝
海
舟
、
吉
田
松
陰
、
武
田
斐あ

や

三
郎
な
ど
の
著
名
人
が
い
た
。

安
政
三
年
（
一
八
五
六
年
）
に
会
津
に
戻
っ
た
覚
馬
は
、
日
新
館
の
教
授
と
な
り
蘭
学
所
を
開
設
す
る
。
そ
の
教
授
と
し
て
、
江

戸
の
塾
で
知
り
合
っ
た
川
崎
正
（
尚
）
之
助
を
招
い
た
。
こ
の
尚
之
助
こ
そ
は
、
後
に
八
重
の
夫
と
な
る
人
物
で
あ
る
。
覚
馬
は
妻

と
し
て
う
ら
を
娶
り
、
一
女
み
ね
が
誕
生
し
て
い
る
。

文
久
二
年
（
一
八
六
二
年
）、
京
都
守
護
職
を
引
き
受
け
た
主
君
容
保
に
従
い
、
覚
馬
も
京
都
に
赴
い
た
。
そ
の
頃
の
京
都
は
騒

乱
の
地
と
化
し
て
い
た
が
、
覚
馬
は
そ
こ
で
洋
学
所
を
開
設
し
、
他
藩
に
も
門
戸
を
開
い
て
教
授
し
た
。
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京
都
府

　
　
　
　
　
　

河
原
町
三
条
上
ル
弐
丁
目
下
丸
屋
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
寄

　

其
町
内
山
本
覚
馬
儀
当
府
え
出
仕
十
等
官
員
之
取
扱
申
付

　

候
間
兼
而
相
達
置
候
戸
籍
規
則
之
通
可
取
斗
候
事

　
　

壬
申
正
月
廿
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

京
都
府

と
記
さ
れ
て
い
る
。
幽
閉
中
、
目
は
ほ
と
ん
ど
見
え
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
ば
か
り
か
歩
く
こ
と
も
困
難
と
な
っ
た
の
で
、
覚
馬
の
身

の
回
り
の
世
話
は
若
い
小
田
時
栄
が
し
て
い
た
。
い
つ
し
か
二
人
の
間
に
は
娘
久
栄
が
誕
生
し
て
い
る
。

盲
目
に
な
っ
た
た
め
か
、
覚
馬
が
詠
じ
た
和
歌
や
漢
詩
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
か
ろ
う
じ
て
『
山
本
覚
馬
伝
』
に
は
、
戊
辰
戦
争

中
に
捕
わ
れ
た
時
、

渡
る
と
も
加
茂
の
川
水
清
け
れ
ば
ま
た
き
か
げ
さ
す
心
す
ず
し
き

と
い
う
歌
を
詠
じ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
松
本
健
一
氏
『
山
本
覚
馬
』
に
は
、

　

自
為
国
家
遇
艱
難　
　

み
ず
か
ら
国
家
の
為
に
艱か

ん
な
ん難
に
あ
う

　

従
容
処
分
意
還
安　
　

従し
ょ
う
よ
う容
た
る
処
分
、
意
ま
た
安
ん
ず

　

白
咲
亦
有
綈
袍
贈　
　

白
咲
ま
た
綈て

い
ほ
う袍

（
綿
入
れ
）
の
贈
り
も
の
あ
り

　

当
日
熟
為
范
叔
寒　
　

当
日
た
れ
ぞ
范は

ん
し
ゅ
く叔

（
晋
の
士し
お
う鞅
）
の
寒
と
な
ら
ん

と
い
う
覚
馬
の
漢
詩
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
薩
摩
藩
邸
に
捕
わ
れ
て
い
た
折
の
も
の
と
の
こ
と
で
あ
る
。「
白
咲
」
と
は
白

元
治
元
年
（
一
八
六
四
年
）
七
月
、
禁
門
の
変
（
蛤
御
門
の
変
）
が
勃
発
し
た
折
、
会
津
藩
は
薩
摩
藩
と
協
力
し
て
対
立
す
る
長
州

藩
を
京
外
へ
放
逐
し
た
。
砲
兵
隊
を
指
揮
し
て
勲
功
を
あ
げ
た
覚
馬
だ
が
、
そ
れ
以
来
目
を
患
い
視
力
が
低
下
し
て
い
っ
た
。
そ
の

頃
、
会
津
藩
の
た
め
に
仕
え
て
い
た
の
が
大
垣
屋
大
澤
清
八
や
会
津
小
鉄
こ
と
上
坂
仙
吉
で
あ
る
。

慶
応
二
年
九
月
、
覚
馬
は
中
沢
帯
刀
を
伴
っ
て
長
崎
を
訪
れ
て
い
る
。
一
番
の
目
的
は
銃
の
買
い
付
け
で
あ
る
が
、
も
う
一
つ
、

オ
ラ
ン
ダ
医
師
ボ
ー
ド
イ
ン
に
目
の
治
療
を
し
て
も
ら
う
た
め
だ
っ
た
。
し
か
し
ボ
ー
ド
イ
ン
か
ら
は
回
復
の
見
込
み
な
し
と
診
断

さ
れ
て
い
る
。
銃
の
買
い
付
け
は
上
手
く
い
っ
て
お
り
、
そ
の
折
に
交
わ
し
た
カ
ー
ル
・
レ
ー
マ
ン
と
の
契
約
書
も
残
っ
て
い
る
。

慶
應
四
年
（
一
八
六
八
年
）
一
月
三
日
、
鳥
羽
伏
見
の
戦
い
か
ら
戊
辰
戦
争
が
勃
発
す
る
。
錦
の
御
旗
を
掲
げ
た
官
軍
に
対
し
、

会
津
藩
は
朝
敵
（
賊
軍
）
と
な
り
、
江
戸
へ
敗
走
し
た
。
目
を
患
っ
て
い
た
覚
馬
は
捕
え
ら
れ
薩
摩
藩
二
本
松
邸
に
幽
閉
さ
れ
る
が
、

そ
の
五
月
に
建
白
書
「
管
見
」
を
野
澤
鶏
一
に
口
述
筆
記
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
新
国
家
の
あ
る
べ
き
姿
を
具
現
し
た
も
の
で
、

先
見
性
に
富
ん
だ
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
書
を
島
津
公
に
上
進
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
覚
馬
は
釈
放
さ
れ
、
明
治
三
年
に
は
京
都
府
顧
問

（
嘱
託
）
と
し
て
京
都
の
復
興
に
携
わ
る
こ
と
に
な
る
。

た
だ
し
現
存
し
て
い
る
明
治
五
年
の
「
官
員
進
退
禄
」
に
は
、

　
　
　

山
本
覚
馬

　

当
府
出
仕
申
付
候
事

　
　
　

壬
申
正
月
廿
八
日　

京
都
府

　
　
　
　
　
　
　

右
同
人

　

当
府
出
仕
中
十
等
官
員
之
取
扱
申
付
候
事

　
　

但
四
人
口
に
月
給
三
十
円
差
遣
事
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明
治
十
年
十
二
月
廿
七
日　

京
都
府

と
記
さ
れ
て
い
た
。
覚
馬
は
京
都
府
よ
り
同
志
社
を
選
ん
だ
の
で
あ
る
。

京
都
復
興
の
功
労
者
で
あ
っ
た
覚
馬
は
、
明
治
十
二
年
に
府
議
会
が
開
設
さ
れ
る
と
、
早
速
府
会
議
員
に
立
候
補
・
当
選
し
、
し

か
も
初
代
府
議
会
議
長
に
選
出
さ
れ
た
。
そ
の
折
、
慶
應
義
塾
を
卒
業
し
た
丹
羽
圭
介
が
書
記
と
な
っ
て
覚
馬
を
手
伝
っ
て
い
る
。

皮
肉
な
こ
と
に
覚
馬
は
、
こ
れ
ま
で
協
力
し
て
き
た
槇
村
知
事
と
議
会
で
対
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

翌
明
治
十
三
年
に
議
長
を
辞
し
た
覚
馬
は
、
明
治
十
八
年
に
は
二
代
目
京
都
商
工
会
議
所
会
頭
に
就
任
し
て
い
る
。
ほ
ぼ
同
時
期

に
洗
礼
を
受
け
て
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
襄
の
外
遊
の
間
同
志
社
英
学
校
の
校
長
代
理
を
務
め
る
こ
と
に
な
っ

た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

明
治
二
十
三
年
一
月
に
襄
が
没
し
た
後
、
覚
馬
は
同
志
社
臨
時
総
長
に
就
任
し
、
襄
亡
き
同
志
社
を
支
え
て
い
る
。
明
治
二
十
五

年
（
一
八
九
二
年
）
十
二
月
二
十
八
日
、
惜
し
ま
れ
つ
つ
覚
馬
は
死
去
し
た
。
享
年
六
十
五
で
あ
っ
た
。
葬
儀
は
同
志
社
チ
ャ
ペ
ル

で
行
わ
れ
、
新
島
襄
の
眠
る
若
王
子
墓
地
の
一
角
に
葬
ら
れ
て
い
る
。
急
速
に
近
代
化
し
て
い
っ
た
京
都
に
お
け
る
覚
馬
の
活
躍

（
一
代
記
）
を
、
誰
か
ド
ラ
マ
に
仕
立
て
て
く
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。「
八
重
の
桜
」
だ
け
で
終
ら
せ
る
の
は
惜
し
い
気
が
す
る
。

山
本
覚
馬
の
妹

一
八
七
一
年
（
明
治
四
年
）
十
月
、
兄
覚
馬
を
頼
っ
て
一
家
で
京
都
に
移
住
し
た
八
重
は
、
こ
こ
で
川
崎
姓
か
ら
山
本
姓
に
戻
っ

た
。
盲
目
か
つ
足
の
不
自
由
な
兄
に
、
鶴
ヶ
城
籠
城
の
武
勇
談
を
語
っ
て
聞
か
せ
た
こ
と
だ
ろ
う
。『
改
訂
増
補
山
本
覚
馬
傳
』
に
は
、

八
重
が
入
洛
し
た
時
、
毎
晩
目
を
覚
ま
す
と
「
お
い
八
重
そ
れ
か
ら
ど
う
だ
っ
た
、
話
し
て
く
れ
」
と
籠
城
の
話
を
聞
い
て
い

た
。
行
く
こ
と
も
で
き
ず
故
国
の
破
滅
を
非
常
に
悲
し
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。�

（
176
頁
）

梅
の
こ
と
で
あ
る
が
、
新
島
襄
の
寒
梅
の
漢
詩
と
も
符
合
し
て
い
る
。

一
方
、
会
津
で
は
鶴
ヶ
城
に
籠
城
し
て
応
戦
す
る
も
、
一
ヵ
月
後
に
敗
戦
・
開
城
と
な
っ
た
。
八
重
た
ち
一
家
は
塩
川
村
へ
避
難

し
、
そ
の
後
米
沢
の
内
藤
新
一
郎
方
へ
一
家
で
疎
開
し
て
い
た
。
そ
こ
へ
死
ん
だ
と
思
っ
て
い
た
兄
か
ら
の
手
紙
が
届
い
た
の
で
あ

る
。
覚
馬
が
京
都
で
生
活
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
八
重
た
ち
は
京
都
へ
移
住
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
た
だ
し
覚
馬
の
妻
う
ら
は
、

京
都
に
覚
馬
の
愛
人
が
い
る
こ
と
を
知
っ
て
か
、
し
か
も
娘
が
誕
生
し
て
い
る
こ
と
に
我
慢
で
き
な
か
っ
た
の
か
、
離
縁
し
て
現
地

に
留
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
八
重
は
覚
馬
の
娘
の
み
ね
を
連
れ
て
京
都
へ
向
か
っ
た
。

明
治
六
年
（
一
八
七
三
年
）
三
月
、
第
二
回
京
都
博
覧
会
開
催
に
合
せ
て
、
覚
馬
は
外
国
人
向
け
に
英
文
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
（
京

都
案
内
記
）
を
丹
羽
圭
介
に
作
ら
せ
て
い
る
。
そ
の
活
字
を
拾
っ
た
の
は
八
重
だ
っ
た
。
そ
の
年
、
小
野
組
転
籍
を
め
ぐ
る
訴
訟
に

敗
れ
て
東
京
で
拘
束
さ
れ
て
い
た
長な

が
た
に
の
ぶ
あ
つ

谷
信
篤
や
槙
村
正
直
を
救
出
す
る
た
め
、
覚
馬
は
八
重
を
連
れ
て
上
京
し
た
。

明
治
八
年
（
一
八
七
五
年
）、
覚
馬
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
帰
国
し
た
新
島
襄
と
運
命
的
に
出
会
い
、
英
学
校
設
立
に
全
面
的
に
協
力

す
る
こ
と
に
な
る
。
覚
馬
の
協
力
に
よ
っ
て
、
同
志
社
英
学
校
は
そ
の
半
年
後
の
十
一
月
二
十
九
日
に
開
校
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

「
同
志
社
」
と
い
う
名
称
は
、
覚
馬
が
考
案
・
命
名
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
な
お
学
校
の
敷
地
は
旧
薩
摩
藩
邸
（
元
は
相
国
寺
の

敷
地
？
）
で
あ
る
が
、
京
都
府
の
所
有
に
な
っ
て
い
た
こ
と
で
覚
馬
か
ら
格
安
で
提
供
さ
れ
た
。

明
治
九
年
（
一
八
七
六
年
）
正
月
三
日
、
洗
礼
を
受
け
た
ば
か
り
の
八
重
と
襄
が
結
婚
し
、
覚
馬
と
襄
は
義
兄
弟
と
な
る
。
襄
と

の
接
近
、
同
志
社
の
開
校
な
ど
に
よ
り
、
覚
馬
は
槇
村
正
直
か
ら
の
信
頼
を
失
い
、
明
治
十
年
に
は
京
都
府
顧
問
を
辞
し
て
い
る
。

そ
の
書
類
に
は
、

　
　
　
　

山
本
覚
馬

御
用
無
之
当
府
出
仕
差
免
候
事
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「
舎
長
」
と
は
寮
母
の
よ
う
な
も
の
だ
か
ら
、
八
重
は
住
み
込
み
で
働
い
た
と
思
わ
れ
る
。
あ
る
い
は
覚
馬
が
後
妻
の
時
栄
（
時
恵

と
も
）
と
の
気
ま
ず
い
同
居
を
避
け
よ
う
と
画
策
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
時
の
舎
長
（
八
重
の
上
司
）
は
会
津
藩
出
身
の
芦

沢
鳴
尾
だ
っ
た
。
男
女
を
問
わ
ず
、
覚
馬
は
会
津
藩
の
人
々
を
積
極
的
に
登
用
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
覚
馬
を
頼
っ
て
会
津
か
ら
京

都
に
や
っ
て
来
た
人
も
少
な
く
あ
る
ま
い
。

英
文
京
都
案
内
記

明
治
六
年
（
一
八
七
三
年
）
の
こ
と
、
京
都
で
は
三
月
十
三
日
か
ら
六
月
十
日
ま
で
の
九
十
日
間
、
第
二
回
京
都
博
覧
会
が
開
催

さ
れ
た
。
こ
れ
は
幕
末
に
廃
れ
た
京
都
の
復
興
（
外
国
へ
の
製
品
売
り
込
み
）
が
目
的
で
あ
る
。
そ
の
た
め
覚
馬
は
、
ド
イ
ツ
（
レ
ー

マ
ン
兄
弟
）
か
ら
取
り
寄
せ
た
最
新
式
の
活
字
印
刷
機
を
使
っ
て
、
外
国
人
観
光
客
用
に
英
語
の
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
英
文
京
都

案
内
記
」（
銅
版
画
入
小
冊
子
）
を
作
ら
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
日
本
人
に
よ
る
初
の
英
語
で
書
か
れ
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
あ
る
。
そ
の

経
緯
に
つ
い
て
は
、

英
文
の
案
内
記
の
原
稿
は
先
生
の
娘
（
の
ち
に
横
井
時
雄
氏
夫
人
）
の
婿
養
子
に
す
る
つ
も
り
で
山
本
家
に
い
た
喜
三
郎
と
い

う
人
と
丹
羽
氏
（
圭
介
）
と
が
、
美
濃
紙
に
筆
で
書
い
た
も
の
で
、
活
字
は
先
生
の
娘
（
本
当
は
妹
）
八
重
子
（
の
ち
に
新
島
襄

先
生
夫
人
）
が
拾
っ
た
。
解
版
も
八
重
子
と
丹
羽
氏
の
妹
と
が
そ
の
こ
と
に
あ
た
っ
た
。
印
刷
さ
れ
た
案
内
記
は
四
十
八
頁
で

洛
中
洛
外
の
絵
入
り
で
あ
る
。
当
時
は
内
務
省
で
な
く
文
部
省
の
認
可
を
経
て
発
行
し
た
の
で
、
著
者
は
山
本
覚
馬
出
版
社
者

は
丹
羽
圭
介
で
あ
る
。�

（『
改
訂
増
補
山
本
覚
馬
傳
』
99
頁
）

と
記
さ
れ
て
い
る
。
印
刷
機
の
活
字
（
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
）
を
拾
っ
た
り
解
版
し
た
の
は
、
京
都
に
来
て
す
ぐ
に
英
語
を
学
ん
で
い

た
八
重
と
丹
羽
の
妹
英ひ

ら

だ
っ
た
。
そ
の
八
重
の
こ
と
を
「
恐
ら
く
日
本
最
初
の
英
文
植
字
工
で
あ
っ
た
」（
同
100
頁
）
と
し
て
い
る
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
本
当
な
ら
、
こ
の
時
か
ら
八
重
の
懐
古
談
は
醸
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
転
地
が
、
八
重
の
第
二
の
人
生
を
切
り
開
く
こ
と
に
な
っ
た
。
会
津
も
京
都
も
戦
災
で
焼
け
野
原
で
あ
っ
た
。
会
津
で
一
度

死
ん
だ
も
同
然
の
八
重
は
、
京
都
で
一
度
死
ん
だ
も
同
然
の
兄
を
助
け
る
こ
と
で
、
か
つ
て
の
力
が
再
び
漲み

な
ぎ

っ
て
き
た
よ
う
だ
。

八
重
は
不
自
由
な
兄
の
世
話
を
し
な
が
ら
、
兄
の
勧
め
も
あ
っ
て
、
早
速
英
語
や
聖
書
を
学
ん
で
い
る
。
敗
戦
に
よ
る
空
虚
な
精
神

状
態
が
続
い
て
い
た
八
重
だ
が
、
転
地
に
よ
っ
て
新
し
い
人
生
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

京
都
は
復
興
の
真
っ
最
中
で
あ
っ
た
。
一
八
七
二
年
（
明
治
五
年
）
四
月
、
八
重
は
兄
に
勧
め
ら
れ
て
、
新
設
さ
れ
た
新
英
学
校

及
女に

ょ
こ
う
ば

紅
場
の
出
頭
女
十
二
名
の
一
人
と
な
り
、
京
都
府
か
ら
給
金
を
も
ら
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
兄
の
進
言
に
よ
っ
て
開
校
さ
れ
た
公

立
の
学
校
だ
っ
た
。
一
般
的
な
女
紅
場
は
、
貧
し
い
女
子
に
読
み
書
き
そ
ろ
ば
ん
や
裁
縫
・
手
芸
・
養
蚕
を
教
え
る
学
校
で
あ
る
が
、

こ
の
女
紅
場
は
華
族
や
士
族
の
子
女
を
対
象
に
英
語
な
ど
も
教
授
し
て
い
る
。
晩
年
の
八
重
の
回
想
に
は
、
当
時
の
生
徒
が
鉄お

は
ぐ
ろ漿
を

塗
り
懐
剣
を
差
し
、
そ
の
美
麗
さ
は
牡
丹
の
花
盛
り
の
よ
う
だ
っ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
（「
鴨
沂
会
雑
誌
」
五
〇
・
一
九
二
二
年
）。

八
重
は
過
去
に
閉
じ
こ
も
る
こ
と
な
く
、
こ
の
当
時
で
は
珍
し
い
積
極
的
に
働
く
こ
と
の
で
き
る
女
だ
っ
た
（
現
代
の
キ
ャ
リ
ア

ウ
ー
マ
ン
）。
後
の
も
の
だ
が
、
八
重
の
辞
令
が
京
都
府
立
総
合
資
料
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
職
名
が
「
出
頭
女
」
か
ら
「
権
舎

長
兼
機
織
教
導
試
補
」
に
変
更
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
後
役
職
が
き
ま
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
昇
格
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　

山
本
や
ゑ

女
紅
場
権
舎
長
兼
機
織
教
導
試
補
申
付
候
事

明
治
八
年
二
月
八
日　

京
都
府

「
試
補
」
と
は
「
見
習
い
」
の
意
味
で
あ
る
。
八
重
は
教
導
試
補
と
し
て
、
礼
法
や
機
織
の
指
導
に
あ
た
っ
た
よ
う
だ
。
江
戸
時

代
生
ま
れ
な
の
で
学
校
こ
そ
出
て
い
な
い
が
、
会
津
で
機
織
を
や
っ
て
い
た
八
重
に
と
っ
て
は
朝
飯
前
の
仕
事
で
あ
っ
た
。
ま
た


